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報告 ��o�q�› �‰�5�`�‡�`�h�{

今年も6月30日（土）と7月8日（日）に観察会を開催し
ました。それに先立つ6月19日には大森第一中学校の1年
生120名が、営巣地の見学に訪れました。大森一中の校長
先生は、｢3年間通って、初めてたくさんのコアジサシを見
ることが出来ました。｣と感激されていましたが、その後は
カラスの攻撃や野良猫の侵入などもあり、観察会の頃には
すっかり少なくなっていました。
それでもスタッフが一生懸命営巣地の整備状況や、干潟

に集まる他の鳥についても説明したこともあり、コアジサ
シが少なかった割には参加者の皆さんには結構満足してい
ただけたようでした。昨年まで1日は、ボランティアさん
専用でしたが、今年は試験的に両日とも一般参加者にした
のも参加者の多さの原因のようでした。(J.H)

報告 �Ô�Š�×�¶�q���������å�S�G�q�t�€�C�`�‡�`�h�{

9月14日～17日に東京大学で開催された日本鳥学会にて、LTPの行っている調査研究の発表を
おこなってきました。日本鳥学会はなんと今年で創立100周年になるそうで、関連するイベントも
行われ、盛り上がったものとなりました。これまでもLTPは保護活動を行うだけでなく、得られ
た学術的な成果を積極的に発表してきました。今回も関連する2つの発表をしてきたのでご報告い
たします。『地上営巣性鳥類の巣をカラス類による捕食から防ぐ防護柵の開発（星谷ほか）』で
は、今年から取り組み始めた新しいカラス対策「まもる君」の紹介をしてきました。「まもる
君」はコアジサシの巣の周りにカラスが近寄れないようにするための防護柵のことです。ネコか
らの防衛に関してはまだ課題が残りますが、カラス対策については一定の目途がたってきました。

もう一つの、『コアジサシの抱卵温度調節行動と巣
材に使用される貝殻による温度下降効果（奴賀ほ
か）』では、なぜコアジサシは白い地面を好んでい
るのか、という問題に挑戦しています。巣内に温度
を測る機械を入れて調べたところ、屋上営巣地では
巣の温度が高くなると卵を冷やす行動が見られまし
た。そこで貝殻のあるところと無い所を比較する
と、貝殻のあるところの方が温度が低く、暑い営巣
地で卵を守るために白い貝殻の上に巣を作っている
可能性が考えられました。(W.K)

今年の参加者は以下の通りです。（　）は区報から申込み
参加者 スタッフ 環境保全課 合計

6月30日 土 34（4） 7 3 44
7月8日 日 35（7） 11 2 48
合計 　 69（11） 18 5 92
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＜LTP近況~グログより~＞
・「みんなで作ろうコアジサシのデコイ」を開
催します。
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・BSフジ「ガリレオX」でLTPの活動が放送さ
れました。
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・ジャパンバードフェスティバル2012に出展
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